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プ グラム

自主開催

概 要

日 程：平成23年11月12日（土） 9時30分～15時30分

会 場：岐阜県立岐阜盲学校

対 象：視覚障害のある小学校3年生以上の小中高生

で、科学に興味を持ち、当日のイベントに参加

プログラム
9：30～10：00 受付

10：00～10：20 開会の集い
10：30～12：00  
＜ワークショップⅠ＞
・立方体の展開図を見つけよう
・立体地球儀を触ろう ・骨は語る
・さわって表現しよう ・大きな電磁石で遊ぼう
さわ おどろく「手学問 すすめ

＜保護者向け企画Ⅰ＞
・グループごとにワークショップ

見学

で、科学に興味を持ち、当日のイベントに参加

可能な東海地区の児童・生徒

参加者：33名（小学生16名、中学生14名、高校生3名）

保護者・付添い人：32名

見学者：17名

スタ フ 名

12：00～13：20      昼休み・交流会
13：30～15：00

・さわっておどろく「手学問」のすすめ
・数でゲームしよう！（１～１０）
・形からわかる魚の生活
・時を身につけよう！重力を確かめよう！

・ネイチュア・フィーリング「秋の自然」

＜ワークショップⅡ＞
地球の姿 近道を見つけよう

＜保護者向け企画Ⅱ＞
懇談会 その他スタッフ：87名

主 催：科学へジャンプ・イン・岐阜実行委員会

後 援：全国盲学校長会

・地球の姿 ・近道を見つけよう
・火を使う人として進化しよう
・骨は語る ・お魚を知ろう
・大きな電磁石を調べよう
・多面体をさわって親しもう
・時を身につけよう！重力を確かめよう！
・数でゲームしよう！（１～１０）
・ 「液状化現象」って何？身近な放射能を

調べよう

・懇談会、その他

☆ 2009年時より参加者数が2倍以上に増加

☆ 近畿地区との連携でワ クショップを実施 15：10～15：30 閉会式
☆ 近畿地区との連携でワークショップを実施

数でゲームしよう！ 大きな電磁石で遊ぼう 骨は語る 「液状化現象」って何？

地球の姿 重力を確かめよう！ 形からわかる魚の生活 ネイチュア・フィーリング

感 想（生徒）
・こういう機会がもっと増えると嬉しい。 ・もっとたくさん体験したいです。
・2講座だけでなく泊まりでもいいのでもっと多く体験をしたいと思った。
・分かりやすくて良かった。楽しめた。学校の授業もこんなのだったらもっと楽しい。環境が良くて集中できた。
・また算数の数と色のブロックやサイコロをやってみたい。

感 想（保護者）
・もっとこのようなイベントを増やしてほしい。色々な事を体験させてあげられるきっかけになるし、色々な視覚障害の子や先生と触れ
合わせたい。
・興味のあるなしに関わらず、グループが決まり内容が決まっていて苦手なものから逃げられない状況でよかったと思います。
・日ごろの生活にも活かせそうな事があり、大変良かったです。次回もぜひ参加したいです。
・来年以降もぜひ視覚障害の子どもたちの笑顔が見られるように継続をお願いします。
・子どもがいつもよりいきいきしていました。本当にありがとうございました。
・とてもいい機会でした。手、口等色々使う事が大切だとよく分かりました。
・ 1日だけでなく数日間あるといいです。


